
第２章　公害苦情と処理状況 

 (1)　苦情処理状況（各年度別）
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  本市の公害苦情相談は、事業活動によるものから住民の日常生活によるものまで多岐に渡っています。
その内容は、事業所が設置する機器による騒音、解体・建築工事に伴う騒音、振動、粉じん、飲食店から
発生する音響機器の騒音、たき火等で発生する煙や臭気（個人宅も含む）などです。
　

　令和５年度(2023年度)の苦情発生件数は36件でした。苦情を種類別にみると、騒音関係が21件、大気関
係が６件、悪臭関係が３件、振動関係が５件、その他が１件となっています。
  主な発生源は、建築・土木工事が16件、飲食店が５件、家庭生活を含むその他が９件となっています。
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 (2)　苦情発生状況
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 ウ　令和５年度(2023年度)発生源別
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